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八雲町保健福祉課 兼 子ども発達支援センター
保健師（医療的ケア児等コーディネーター）

梅坪 光

八雲町における医療的ケア児等支援

令和８年３月２日
令和7年度第２回八雲町地域自立支援協議会

医療的ケア児等支援法
2021年（令和3年）9月18日施行

（医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律）
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こども家庭庁HPより

八雲町の医療的ケア児等について

医療的ケア児等とは
医療的ケア児だけでなく、その家族も支援の対象。また、医療的ケアが必要な乳幼
児・児童・生徒（医療的ケア児）だけでなく、成人期を見据えた支援も含まれること
から「等」が使われている。（法律のとらえ）
八雲町では、医療的ケアがない重症心身障がい児等、医療面も含めた体制整備が必要な場合、
医療的ケア児等に含めて解釈し、支援している

必要な医療的ケア等学年氏名
経鼻経管栄養・気管カニューレ管理（挿入時）中２①
導尿（一日２回くらい）中１②
導尿（定時 5～6回/日）、てんかん小5③

医療的ケア児 :３名

医療的ケア児等:４名

3

4



3

乳児期

幼児期

小学生

中学生

高校生

成 人

縦
軸
の
連
携

横軸の連携

小
児
科

→

成
人
科

医
療
機
関

保
健
セ
ン
タ
ー

児
童
発
達
支
援

保
育
所

幼
稚
園

小学校

中学校

高等学校

大学等

特
別
支
援
学
校

放
課
後
デ
イ

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

日中活動系
介護保険
サービス

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
等

地
域
生
活
支
援
事
業

病
院

⇒

在
宅
（
短
期
入
所)

病
院

⇒

在
宅

⇒

施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

病
院

⇒

在
宅
・
施
設

住まいの変化

活動場所の変化

八雲町の支援体制 ～すくすくサポートチーム～

令和７年度からは自立支援
協議会の専門部会（子ども
部会）の一部としても活動

関係機関は多いが、多職種が集まることによって、多角的に問題解決していける
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事例紹介

Mさん、女児
 町内総合病院にて出生。病気のため、道立小児病院へ緊急搬送、
各種手術を実施

 ４年３ヶ月間の入院生活を経て、在宅
【医療的ケア】
 気管軟化症のため、のどに呼吸のためのチューブが
入っており、吸引が必要（気管カニューレ内吸引）

 食べることができないため、鼻のチューブから栄養
補給している（経鼻経管栄養）

 夜は人工呼吸器を使用している（夜間呼吸管理）
今は中学生。成⾧に伴い、現在の医療的ケアは経鼻経管栄養のみ

事故抜管時の体制つくり（保育園）

基本的知識の習得
イメージの共有
不安の軽減

事故抜管時の対応についての勉強会
（小児等在宅医療連携拠点事業:YeLL）

主治医から看護師への実践研修
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段階的な体制つくり（保育園）
ステップ１:看護師による訪問
• 児と看護師との信頼関係の構築

ステップ２:母同伴での短時間保育
• 環境の確認
• 集団生活によるリスクの検討
• 医療的ケアの実施方法の確認
• 連携体制の整備（支援・緊急）

ステップ３:母不在での短時間保育

約
８
カ
月
を
要
す

小学校での行事

・入学式
・遠足
・運動会
・学習発表会:
・町外学習（４年）
・宿泊研修（５年）:函館市、夜は自宅
・修学旅行（６年）:青森県、みんなと同じスケジュール
・卒業式

ベースは
日々の活動
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修学旅行に向けての課題抽出

 普段学校では看護師が常駐しているが、気管カ
ニューレを挿入していないのに看護師が付き添い
する必要があるか?

 旅行中具合が悪くなった時（痰量増加・血糖値）
にどの病院を受診する?

 受診時本人の情報をどうやって情報提供する?
 経管栄養チューブの事故抜管時の対応は?
 気管カニューレ再挿入の必要な時の対応は?

青森県への修学旅行

コーディネーターとして
• どうなりたいかを明確にする
• 直接支援する人が安心して支援できることを大事にする
• 学校の支援体制を整える時には学校まかせにならないよ
うに教育委員会にも参加してもらう
→ リスクを明確にし、対応方法をきちんと共有する

すくすくサポート会議の開催

＋α 医療的ケア児等支援センター
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検討したこと
１ スケジュールと持ち物確認
・カニューレは抜けたまま行くので吸引器も持参しない
２ 低血糖予防と水分補給について
・昼食時間が遅いため、水分はポカリへ（低血糖予防）
３ 緊急時について
・経鼻胃管の再挿入は学校看護師が実施（臨時指示書）
・気管カニューレ再挿入は医療機関で実施
・受診する医療機関について決定

（診療情報提供書・基本情報・スケジュール）
４ その他（中学校へ向けて）
・経鼻経管栄養の自立に向けて

☆看護師同伴☆
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